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野外教育実習 151（117/34） 13（ 8/ 5） 5（2/3） 169（127/42）
雪上活動実習  64（ 55/ 9） 14（ 9/ 5） 5（2/3） 83（ 66/17）
平成24年度
（開始1年目）
野外教育実習 127（ 87/40） 16（10/ 6） 7（3/4） 150（100/50）
雪上活動実習  44（ 34/10） 13（ 9/ 4） 7（3/4） 64（ 46/18）
平成25年度
（開始2年目）
野外教育実習 134（ 90/44） 16（ 5/11） 8（5/3） 158（100/58）












































































































年度 月 連携先 内容 場所
平成24年度
10 赤平市 高齢者を対象としたウォークラリー エルム高原
2 スポルクラブ クラブ会員を対象としたスノーシュー 野幌森林公園
2 恵庭市教育委員会 小学生を対象としたスノーシュー 野幌森林公園
2 赤平市 高齢者を対象としたスノーシュー エルム高原
平成25年度
9 スポルクラブ クラブ会員を対象とした軽登山 藻岩山
10 赤平市 高齢者を対象としたウォークラリー エルム高原
11 奈井江町 高齢者を対象とした室内レクリエーション 交流プラザ
2 スポルクラブ クラブ会員を対象としたスノーシュー 野幌森林公園
2 恵庭市教育委員会 小学生を対象としたスノーシュー 野幌森林公園







平成23年度 13（4） 0（0） 13（ 4）
平成24年度 21（9） 9（4） 27（13）























































































































































　　No.　質問項目 F1 F2 F3 F4 F5 F6 共通性 α
F1　ハードスキル
　　67．野外炊事における調理器具の取扱や注意事項について説明できる。 .744 .076 .064 .157 .106 .180 .631
.919
　　68．登山の指導ができる。 .711 .236 −.053 .267 −.010 .165 .663
　　39．キャンプに必要な個人装備について説明できる。 .706 .084 .137 −.010 .273 .217 .647
　　55．キャンプで使用する団体装備の準備や補充，管理ができる。 .700 .149 .119 .069 .043 .087 .541
　　54．ふりかえりのファシリテーションができる。 .694 .305 .101 .136 .012 .179 .635
　　53．薪割りや火起こしの方法や注意事項について説明できる。 .627 .113 −.059 −.007 .281 .203 .530
　　25．野外活動に適した服装について説明できる。 .611 .166 .210 −.123 .127 .326 .582
　　12．テントやタープの設営・撤収の方法や注意事項について説明できる。 .592 .262 −.087 .237 .334 .105 .605
　　69．キャンプで予想される危険をたくさんあげることができる。 .571 −.053 .125 −.036 .064 .345 .469
　　27．キャンプの目的に応じたプログラムやアクティビティの企画立案ができる。 .538 .306 .295 .209 .154 .114 .551
　　13．体験学習法を理解している。 .531 .065 .114 .165 −.099 .176 .368
　　26．アイスブレイキングの指導ができる。 .526 .376 .243 .242 −.001 .032 .537
　　14．やけどや切り傷、擦り傷などのケガの処置ができる。 .439 .065 .204 .161 .002 .312 .362
F2　集団運営能力
　　51．人を引っ張って物事を進めることができる。 −.057 .708 .127 .246 .167 .253 .673
.866
　　36．グループのモチベーションを高めることができる。 .128 .557 .361 .187 .292 .068 .583
　　66．グループ内の意見をうまくまとめることができる。 .109 .550 .141 .373 .183 .218 .555
　　24．グループで問題や課題が生じても解決する方法を提案できる。 .243 .502 .160 .126 .343 .288 .553
　　61．何事にもユーモアを取り入れることができる。 .054 .494 .195 .218 .324 .234 .492
　　８．グループの目標を達成するための手段を提案することができる。 .066 .442 .207 .376 .344 .106 .514
F3　カウンセリングマインド
　　48．人の悩みを受け止めることができる。 .122 .025 .726 .150 .135 .163 .610
.778
　　62．人の悩みを解決する方法を一緒に考えることができる。 .063 .181 .632 .124 .148 .246 .534
　　17．相手の年齢や性格に合わせて接することができる。 .050 .110 .552 .097 .269 .024 .402
　　16．好き嫌いなく誰とでも話をすることができる。 −.107 .166 .520 .200 .301 −.064 .444
　　35．いいことをした人に称賛の言葉をかけることができる。 .050 .183 .483 .051 .121 .176 .317
F4　リーダーシップ
　　７．相手の言いたいことを適切に要約することができる。 .051 .078 .081 .638 .235 −.019 .477
.763
　　９．相手の反応に合わせて分かりやすく説明することができる。 .008 .109 .088 .633 .126 .229 .488
　　10．人の能力を把握して適切な役割を与えることができる。 .068 .373 .060 .484 .176 .162 .439
　　３．仲間から頼りにされることが多い。 .040 .214 .160 .482 .106 .096 .326
　　37．声のトーンを変えるなど話を聞かせる工夫ができる。 .028 .314 .263 .481 .029 .203 .441
F5　活動的な資質
　　47．既存のことにとらわれず新しいアイディアを出すことができる。 .132 .173 .095 .256 .649 .241 .601
.648
　　２．何事にも積極的に取り組むことができる。 .064 .157 .254 .224 .558 .034 .456
　　32．人が嫌がることでも率先してやることができる。 −.088 .065 .238 .036 .501 .230 .374
　　33．知らないことや初めてのことでも怖じけることなくやることができる −.038 .188 .225 .103 .446 .155 .321
F6　人格的な資質
　　44．子どもの考え方や感じ方が理解できる。 −.011 .069 .139 .076 .161 .692 .535
.619
　　43．悪いことは悪いとはっきり言うことができる。 .107 .184 −.002 .148 .121 .526 .359
寄与率 14.85 8.25 7.55 7.25 6.79 5.645
累積寄与率 14.85 23.09 30.64 37.89 44.68 50.32
表７　因子間の相関係数
F1 F2 F3 F4 F5 F6
F1　ハードスキル
F2　集団運営能力 .471**
F3　カウンセリングマインド .296** .531** .064 .157 .106 .180
F4　リーダーシップ .343** .629** .394** .267 −.010 .165
F5　活動的な資質 .306** .568** .499** .436** .273 .217
F6　人格的な資質 .338** .415** .265** .334** .366** .087





































Ｍ （SD） Ｍ （SD） Ｍ （SD）
F1　ハードスキル 2.24 （0.10） 3.21 （0.13） 3.69 （0.06） 118.31***
F2　集団運営能力 2.63 （0.16） 3.18 （0.21） 3.35 （0.13） 16.10***
F3　カウンセリングマインド 3.38 （0.12） 3.70 （0.90） 3.82 （0.06） 7.24**
F4　リーダーシップ 2.63 （0.13） 3.05 （0.16） 3.32 （0.11） 21.25***
F5　活動的な資質 2.88 （0.11） 3.50 （0.11） 3.54 （0.14） 10.69**
F6　人格的な資質 2.63 （0.18） 3.00 （0.19） 3.38 （0.13） 11.28***
**p＜.01　***p＜.001
図２　各下位因子の変容過程
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養成プログラムは，野外活動に係わるハードスキルをは
じめ，自然体験活動指導者に求められる資質・能力の向
上に大きな研修効果があることが明らかとなった。
　そこで，本研究で得られた成果を基に，今後の大学教
育における指導者養成の充実を図る上で参考になると思
われるポイントを以下のとおりまとめた。
・単に野外教育や体験活動に係わる科目を設置するので
はなく，各科目の位置づけを明確にし，体系的，段階
的に組み合わせることで研修効果の高い養成プログラ
ムを構築することができる。
・野外教育や体験活動に係わる科目を教職課程等で必修
化することで，多くの学生に野外教育等に触れる機会
を設けることができ，指導者への興味を芽生えさえる
きっかけを作ることができる。
・青少年教育施設や青少年団体等が主催する事業に指導
者として参加させたり，地域と連携して事業を実施す
ることでプログラム運営やアクティビティ指導の機会
を設けるなど，近隣の教育資源をうまく活用し，実際
の活動現場で学びや経験を生かせる機会を作ることで
実践的な指導力の向上を図ることができる。
・自主活動の組織を設け，プログラム運営からアクティ
ビティ指導，後進の育成に至るまで組織の一員として
責任を持った行動を求めることで，指導者に求められ
る意識や態度をはぐくむことができる。特に上級生が
下級生を指導し，自分たちが身に付けた知識や技術を
教え伝える機会を設けることで組織として学びや経験
を蓄積することができ，それが年々受け継がれ，醸成
されることでより質の高い指導者を養成することがで
きる。
　本研究で得られた成果をまとめると以上のとおりとな
る。
　今後は，本研究の成果を踏まえ，養成プログラムの見
直しや改善を行い，大学教育における指導者養成に資す
る研修効果の高い養成プログラムを構築していきたいと
考えている。いずれにせよ，本養成プログラムは開始か
ら２年しか経っていないため，完成を向かえる次年度も
引き続き調査を行い，３年間の研修効果を明らかにして
いかなければならない。
付　記
　本研究は，平成23年度から平成25年度文部科学省「私
立大学戦略的研究基盤形成支援事業」の助成を受けて実
施したものである。
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